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例 .  第 32 回日本小児皮膚科学会学術大会 .  東京 ,  6 月 .  

［日小皮会誌 2008 ;  27（2） :  183］
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107 回日本皮膚科学会総会 .  京都 ,  4 月 .  
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　教育・研究概要

I.　画像診断部門
　1.　頚椎歯突起後方軟部組織の厚さに影響を及ぼ

す要因について :  MRI による検討

　軸椎歯突起後方に軟部組織が肥厚し，脊髄圧迫症

状を生じ得る歯突起後方偽腫瘍の存在が知られてい

る。

　今回我々は，歯突起後方軟部組織の厚さに年齢，

性差および頚椎変性性変化の有無が影響を与えうる

と考え，頚椎歯突起後方の軟部組織の厚さをMRI

上で測定し，患者の年齢，性別，変性性変化との相

関を解析した。

　当院において頸椎MRI 検査が施行された連続

503 例を対象として，突起後方の軟部組織の厚さを

MR画像上で計測した。同時に，画像上で頚椎の変

性性変化の有無を調べた。その結果，年齢および変

性性変化に統計学的有意差が認められ，加齢と頚椎

変性に伴って歯突起後方軟部組織が肥厚する傾向が

みられたが，性別においては有意差は認められな

かった。以上より，歯突起後方偽腫瘍の発生機序と

して頚椎不安定性が関与しうることがMRI 検査か

ら示唆された。

　2.　2 管球 CTを用いた冠動脈CT angiography

（CTA）における冠動脈狭窄病変の検出能の

検討

　2管球 CTによる冠動脈CTAと選択的冠動脈造

影（CAG）の両者が施行された冠動脈病変患者 27
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例を対象とした。高心拍数症例（HR＞70）におい

てもβ-ブロッカーを用いず，撮影を行った。2 管球

CT を用いた冠動脈 CTA における冠動脈狭窄病変

検出の感度，特異度，陽性的中率，陰性的中率は，

それぞれ，91.7％，99.3％，95.7％，98.7％であり，

冠動脈狭窄病変の評価において，2 管球 CT を用い

た冠動脈 CTA は，心拍数に影響を受けず，高い正

診率を示した。

II.　超音波診断部門
　1.　消化器内科との共同研究として，肝腫瘤性疾

患を中心に，第 2 世代の超音波造影剤 sonazoid を

用いて，臨床的有用性に関して検討した。

　低 MI 値下においては，注入直後の動脈相で，

Sonazoid は従来の第一世代造影剤であるレボビス

トに比して，血管の構造の描出能に劣る場合がある

が，この問題は高 MI 値下において観察することで

レボビストとほぼ同程度の感度で，描出することが

可能となった。

　一方，低 MI 値下における，造影剤注入後 10 分

程度の所謂 Kupffer imging では，HCC や血管腫

では造影欠損として腫瘤が描出されるのに対し，

FNH や adenoma では，周囲の肝実質と同程度に

enhance されており，超音波造影剤による Kupffer 

imging の有効が示唆された。

　2.　リウマチ膠原病内科との共同研究において，

カラードプラ法を用いた関節の vascularity の変化

を捉え，リウマチの病態との相関や，治療効果の判

定に有効であることが示唆された。

　3.　B flow 法を用いた腎動脈狭窄症の診断能に

つき，他のモダリティと比較し，その臨床的意義を

検討した。

III.　核医学部門
　1.　腎不全モデルラットにおける心筋脂肪酸代謝

能評価

　腎不全モデルラットをアデニン投与により作製し

た。アデニン投与 4 週群と 6 週群での，心筋脂肪酸

代謝能を評価する実験を行っている。心筋脂肪酸代

謝能は I-125 BMIPP を使用し，トレーサーの心筋

への集積程度をコントロールラットと比較し，有意

に集積低下を示した。ラット摘出心筋電子顕微鏡所

見と I-125 BMIPP 集積とを比較している。

　2.　転移疼痛緩和薬 Sr-89 の治療効果判定多施設

共同研究参加

　当院が治験に参加した骨転移疼痛緩和薬 Sr-89

が保険収載され，薬価が掲載された。現段階では副

作用調査を目的として全例調査が施行され，さらに

多施設共同研究にて治療効果判定を試みている。対

象は固形癌で骨シンチグラフィにて陽性像を示す骨

転移を有する症例である。Sr-89 はβ線のみを放

出する核種であるため画像化は出来ないとされてい

る。治験時に，当院にて Sr-89 集積を制動放射線

を利用し画像化し，転移巣に良好な集積を示すこと

を世界初として証明している。今後は有効率と集積

との関係，腫瘍制御力およびビスフォスフォネート

製剤，化学療法薬との併用の有用性を評価していく

予定である。

IV.　Interventional Radiology部門
　1.　2.2Fr 以下のマイクロカテーテルの物性特性

の検討

　Interventional radiology には様々な医療機器が

用いられているが，TAE などの手技の際にはより

末梢へのマイクロカテーテルの挿入が要求される。

我々はマイクロカテーテルの物性試験をその時代の

最先端のマイクロカテーテルで過去 2 回行い，製作

側の企業に対しては更に良い製品の開発，使用側の

医師に対して使い勝手の良さの根拠を示してきた

が，今回は更に最先端のより細径のマイクロカテー

テルについて物性を検討した。使用したマイクロカ

テーテルの先端部外径は 1.8Fr から 2.2Fr で，先端

硬度，表面滑性，内面滑性，フローレート，ガイド

ワイヤー追従性，リシェイプ形状保持性，耐キンク

性，視認性，引張強度，開放封止耐圧について実験

を行った。先端の柔軟性は優れているが，フローレー

トや視認性，耐圧に問題があった。

V.　放射線治療部門
　1.　再発あるいは転移病変に対する再照射に関す

る検討

　照射歴のある再発あるいは転移病巣に対し，緩和

目的あるいは集学的治療の一環としての累積照射線

量が耐容線量を超える再照射の有効性を検討した。

再照射は予後不良で症状緩和を目的とした症例では

半数に奏功し，生存中の障害発生は QOL を下げな

かった。

　2.　乳房温存療法後に発症する BOOP とホルモ

ン療法に関する研究

　乳房温存後放射線治療施行された症例を追跡調査

し，亜急性期有害事象の 1 つである BOOP 症候群

発症について，合併症や他治療との因果関係を検討

した。当院における発症率は 2.3％であり，発症リ

スクを上げる因子では年齢，ホルモン療法開始時期
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が有意ではないものの関連性が示唆される。

　3.　高リスク前立腺癌に対するTrimodality の

RCT

　高リスク前立腺癌に対する放射線治療においては

ホルモン療法の併用が一般的になりつつある．高リ

スク前立腺癌に対する高線量率前立腺小線源治療＋

外部照射の無再発率生存率は（5年）は 60-70％と

されており，ホルモン療法の併用によって 8-10％

の底上げが見込まれている。現在まで併用ホルモン

療法の最適期間に関するコンセンサスは得られてい

ない．我々はこれを解決するために 2010 年より最

適なホルモン療法に関するRCTを計画している。

　4.　眼窩付属器MALTリンパ腫に対する放射線

治療の有用性の検討。

　当院で放射線治療を行った眼窩付属器MALTリ

ンパ腫を検討した。男性 8例，女性 5例。年齢 27

～77 歳（中央値 53 歳），全例放射線単独治療。X

線 7例， 電 子 線 6例。 総 線 量 30～38Gy（ 中 央

値 :  31.6Gy）。完全消失 11 例，一部残存 2例（再増

大なし）。観察期間 16～88 カ月。局所再発・遠隔再

発なし。治療後 4例で白内障手術施行，他の遅発性

有害事象なし。眼窩付属器MALTリンパ腫に対し

て放射線治療は有効で安全な治療法であった。

　「点検・評価」
　放射線医学講座はその専門領域により画像診断

学，超音波診断学，核医学，Interventional Radi-

ology，放射線治療学の 5領域に別れ，多くの研究

項目が認められる。

　診断部門では，引き続き頚椎歯突起後方軟部組織

の厚さに影響を及ぼす要因，2管球 CTを用いた冠

動脈CT angiography（CTA）における冠動脈狭

窄病変の検出能について検討している。

　超音波診断部門では造影剤の臨床的有用性，カ

ラードプラ法，B flow 法など臨床的意義の検討な

ど盛んに他科との共同研究が行われている。

　核医学では，腎不全モデルラットにおける心筋交

感神経機能評価や骨転移疼痛緩和薬 Sr-89 の治療

効果判定多施設共同研究参加が引き続き行われてお

り，臨床の場で検討され，今後の有用性について十

分期待されている。

　IVRにおいては，以前から行ってきたより高度

な機能を持つ医療機器への改善を生かし，さらに最

小径の 2.2Fr 以下のマイクロカテーテルの物性を検

討している。現時点での医療機器の物性の評価等，

臨床に則した研究が行われている。

　放射線治療部門では，再発あるいは転移病変に対

する再照射に関する検討が行われT2N0 声門癌の

放射線治療成績に影響を及ぼす因子の検討について

引続き研究され，Ir-192 を用いた高線量率前立腺

小線源治療におけるホルモン療法の最適化に関して

は他施設との共同研究も行っている。

　多くの研究項目が認められる当講座の診療項目の

なかで，多彩な研究課題を行っていると考えられる

が，今後とも技術革新が著しいなか，新たな診断法，

治療法の臨床の進歩にいかに寄与するかの検討，研

究を行い続けていきたいと考えている。
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